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有限会社 古藤商店 
代表取締役 古藤 敏雄 

 当社は、SDGsの達成に向けて、後述の取組を含む社内外に好循環を生み出す取組を推進し、PDCA
（計画-実行-評価-改善）サイクルに沿った継続的な取組およびその改善を、ここに宣言します。 

カテゴリ テーマ 具体的な取組 
関連する 
ゴール 

人権・労働 
職場環境の整備 

 
 

誰もが働きやすい 
職場環境を整備します 

 就業規則の見直し（勤怠システムの導入等）により風通しの
良い（フラット）な職場環境を作る 

 従業員のワークライフバランスを実現するため、年間休日の 
  増加を実現する 
 ノー残業デーの新設、各部門の業務内容を見える化し、残業

を削減する 
 みんなが声を掛け合い、やりがいを持ち、のびのびと働ける

職場を整備する 

環境 

豊かな自然を次世代に 
 

 

南魚沼の豊かな自然を 
守ります 

 

 工場内に節電対策を講じ、CO2排出量削減に努める 
 節水、事業排水処理を継続、ゴミの分別やリサイクルを継続

し環境保全に努める 
 設備更新の際にはCO2排出量発生抑制機器の導入を促進する 
 衣服などの調整により空調機器の適正な温度設定、不要な照

明機器の消灯を行う（節電意識の定着） 

内部管理・ 
組織体制 

リスク管理体制向上 
 

 

災害等の際に従業員・ 
お客様・お取引先を 
守る体制を構築します 

 不測の事態が起こった際に速やかに行動がとれるよう事業継
続力強化計画を策定する 

 策定した事業継続力強化計画を日頃から従業員に周知徹底し、
定期的に訓練を実施し防災・防犯に努める 

● 安否確認システムの導入、ペーパーレス関連等DX化（デジ 
  タル化により変化に対応する）を推進する 

製品・ 
サービス 

大切な素材を 
すべて美味しく 

 

 

素材を余すことなく 
提供します 

 食品ロスを削減するため、兼用できそうな材料の研究や端材
を利用したSDGsメニューの開発を推進し、消費傾向をデータ
化しメニューを検討する 

 商品包装資材について環境に優しい素材（環境保全型包装資
材/燃やしても有害物質が発生しない資材）の導入を検討する 

 エコバッグやタンブラー持参の方への特典やサービスを検討
する 

 SNSの積極的な活用（イベント、セール等の案内） 

地域貢献・ 
社会貢献 

地域に根づいた企業 
 

 

南魚沼に根ざした企業
として地域貢献します 

 

 

 

 
 

 小中学生の職場体験を通じて、地元食材の魅力やフードロス
の重要性を伝える活動を継続する 

 店舗を活用した「お買い物体験」による学校の課外学習への
協力を継続する 

 店舗駐車場等の地域活動・防犯活動への利用による、地域貢
献を推進する 


